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「信頼性の高い情報」を提供する
我々にとってはチャンス

「見て、触って、聴いて、感じる」仕掛け

TAA サロン

あの人にきく

朝日新聞社 常務取締役
メディアビジネス担当
東京広告協会 理事

京都大学工学部から転部し、経済学部
を卒業。入社後、経理局（現・財務本
部）に配属。６年目にERPシステム開
発を担当。その後に開発した新聞製作
系システムATOMは、現在も現役稼働
中。経理部長時代には中之島フェスティ
バルシティの開発を企画。17年６月よ
り現職。趣味は音楽鑑賞。「毎日ロック
を聞いています。学生時代はギターか
ら転向してボーカルを担当していました」

藤井　龍也さん

「コンテンツ」を磨き、「コミュニティ」を作り育てる。
ソリューションビジネスへの転換を加速します

････デジタル媒体の発達により、ニュースコ
ンテンツは玉石混交、配信形態も多様化して
います。
　asahi.comの開設が1995年。その後Yahoo!
ニュースが登場し、いまはスマホでニュース
アプリから読む時代。読者は、ライフスタイ
ルに合わせて、自由にデバイスとメディアを
選択しています。メディアの価値や影響力は、
生活時間に対するシェアをどれだけとれるか
で決まってきます。
　キュレーションサイトでの記事の誤りや著
作権侵害の問題が発生し、デジタル上の不適
切なコンテンツへの広告出稿取りやめの動き
が世界的におこるなど、コンテンツの信頼性
がかつてなく重視される時代がきました。新
聞社の信頼性に担保された良質な記事コンテ
ンツや催事コンテンツ上の広告の価値をアピー
ルするには、今がチャンスだと思っています。

････今年３月、小学館の『BLUE GIANT』パ
ノラマワイドは衝撃的でした。
　石塚真一氏作『BLUE　GIANT』の累計販
売部数 200 万
部突破を記念
し、 新 聞 ８
ページ大の見
開き「パノラ
マ ８」 を 10
万部のエリア
広告として都
内を中心に配
布していただ
きました。特
大のイラスト
に加えて、各
界で活躍する
ファンのイン
タ ビ ュ ー 記
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「総合プロデュース室」新設のねらい

事、作品中に登場するお店による架空の広告
なども掲載。紙面上のQRコードをスマホで
読み込むとソニー・ロリンズの演奏が聴ける
企画もありました。主人公の演奏の迫力を表
現するには普通の見開きでは足りず、パノラ
マ８が選ばれたのです。「見て、触って、聴いて、
感じる」が体験できる仕掛けはSNSでも大き
く拡がり、「広告が欲しい」という問い合わ
せに対応して、紙面をデジタルデータで配信
したそうです。
　10月７、８日には、江東区の豊洲公園で日
本とデンマークの外交関係樹立150周年を記
念した『DENMARKフェス＆ウォーカソン』
を開催し、２日間で１万6000人超が来場しま
した。２日目にはデンマーク皇太子夫妻にも
お越しいただけました。王室、大使館、関係
省庁の皆様と共に企画できたのは、朝日新聞
への高い信頼があってのことではないでしょ
うか。
　また、元SMAPの稲垣吾郎さん、草彅剛さ
ん、香取慎吾さんの再スタートを伝えるメッ
セージ広告『新しい地図』が９月22日の紙面
に掲載されました。これは、ファンのクラウ
ドファンディングによる昨年末の８ページ建
て『SMAP大応援プロジェクト』が先にあり、
その紙面を見た３人がファンに感謝の気持ち
を伝えるため、朝日新聞の場を使って再スター
トの告知をしてくれたものです。
　既存の新聞広告のスペースを売る従来の営
業スタイルから抜け出した仕掛けを、もっと
もっと作っていきたいと考えています。

････2016年５月に広告局をメディアビジネ
ス局に改組。多様な分野の人材を集めた「総
合プロデュース室」も新設されました。
　「紙・デジタル・リアル・ソーシャルをま
たぐ」という意味でのクロスメディア営業を
本格的に展開するため、編集、デジタル、出版、
企画事業など広告以外の部門からも人材を募
り、「横串」アプローチの強化をはかりました。
放送やデジタル、リアルイベントなど朝日新
聞グループのリソースを立体的に組み合わせ、

お客さまの要望に応えていく「ソリューショ
ンビジネス」への転換を加速させるのが狙い
です。
　９月に開催した『WORKO! 2017』は、働
きながら子育てをしている親たちの悩みに
フォーカスした、今年で2回目になるイベン
トです。9100組、２万8000人の応募があり
ました。会場に集まった子育て中の20～30
代の親御さんは、我々新聞がアプローチでき
ていないスマホ世代の方たちです。「仕事と
子育ての両立」という社会的な課題を考える
場として、ご協賛の
クライアント各社か
らも高い評価をいた
だくことができまし
た。
　９月１日には、防災の重要性を考えるシン
ポジウムを開催。そこで紹介した防災グッズ
を詰め合わせたパックを売り出すという試み
に挑戦中です。防災グッズは買ってきて収納
しておしまい、になりがちです。しかし、こ
のパックは考え抜かれた内容とデザインを両
立させており、「開けてみたい」「人に話した
い」仕上がりだと自負しています。消耗品は
数年に１回中身を入れ替える必要があるので、
そのタイミングでの
キャンプをするなど、
物販だけで終わらな
い、つながりを育て
る仕掛けも企画して
います。
････これからの課題、目標は？
　デジタル化は必然です。従来の領域が脅か
されるのでなく、デジタルメディアを組み合
わせていくことで、情報の拡散力がさらに向
上すると捉えたい。これまで培ってきた信頼
をもとに、取材力・問題提起力・発信力のす
べてを使って「コンテンツ」を磨き、信頼さ
れる「コミュニティ」を作り育てていくことが、
問題点を指摘するだけでなく、共に考え、未
来を作るソリューションビジネスとしての我々
の今後につながると確信しています。

（インタビュー・文・古俣愼吾）
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東京広告協会の活動報告

岡山 晃久氏 深澤 勝義氏 和田 龍夫氏田中 洋氏

那須田 淳氏

　11月20日、コートヤード・マリオット銀座
東武ホテルにて秋のアドフォーラムを開催し
た。「デジタルシフト、融合から統合へ」をテー
マとし、260名が参加した。
　モデレーターは田中洋氏（中央大学ビジネ
ススクール教授）、パネリストは岡山晃久氏

（パナソニック㈱　コンシューマーマーケティ
ングジャパン本部 コミュニケーション部長）、
深澤勝義氏（日清食品㈱　取締役マーケティ
ング部長）、和田龍夫氏（サントリーコミュ
ニケーションズ㈱　執行役員 宣伝・デザイン
副本部長 兼 宣伝部長）の３氏が務めた。

　第１部では個別プレゼンテーションを行った。
　岡山氏は、従来の“機能価値”から“感性
価値”を加えた訴求に方向転換する中で、マ
ス・デジタル・体感（体験）を統合すること
で、お客様の「共感」を高めるコミュニケー
ションの大切さを強調。創業100周年のキャ
ンペーンではWEB動画の新たな可能性に挑
戦した洗濯機の事例などを紹介。購買プロセ
スに合わせて動画を使い分ける戦略を中心
に、マス、体感（体験）と連動した施策につ
いて解説した。
　深澤氏は、カップヌードル、どん兵衛、ラ

【秋のアドフォーラム】　広告主スピーカーがデジタルシフトの最前線をテーマに登壇

　平成29年度第２回特別講演会が、10月30
日、「『逃げ恥』ヒットの仕掛けを聞く～楽し
み方は視聴者に見つけてもらう～」を演題に、
那須田 淳氏（㈱TBSテレビ プロデューサー）
を招き、日比谷コンベンションホールにてイ
ンタビュー形式で開かれた。会員社、一般か
ら約100名が参加。
　那須田氏は『逃げ恥』全体のトーンについて、

「平日のOAだったので、連ドラらしい楽しさ
と見やすさを大切にし、“かわいい”のシン
ボルマークを丁寧にちりばめることを意識し
た。作品はセット美術に関連する賞も受賞し
たが、リアリティの追求ではなく、『自分が
新婚家庭だったらこんな家に住みたいな』と
いうドリーム感も演出した」と語った。また、
視聴率については「『結婚』というテーマは、
視聴者それぞれの立場によって異なる感情移
入のポイントがある。作品に対する意見を人
と共有するのはエンターテインメントの大き

な楽しみ。はじめはタ
イムシフト視聴してい
た人も、SNS上で皆と
語る“楽しさ”につら
れてリアルタイム視聴
に回帰してくれたので
はないか」と数値が初
回以降一貫して上昇し
た理由を分析した。
　プロモーションについては、「一方的な宣
伝ではスルーされるだけ。作品のキーワード
も誰が何に反応するかわからないので、色々
な要素を仕掛けておいた。『恋ダンス』は初
回OA後の大きな反響に驚き、フルバージョ
ンのインターネット上での公開時期を早めた。
全体に、楽しそうだなという親近感を抱いて
もらえることを大切にした」と話した。
　若者のテレビ視聴が変化する昨今、「コン
テンツ」の大きな可能性を感じる講演となった。

【第２回 特別講演会】　「『逃げ恥』ヒットの仕掛けを聞く～楽しみ方は視聴者に見つけてもらう～」那須田 淳氏招き開催
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久保田 直氏

須田 和博氏

　10月27日に電通銀座ビル８階会議室で、広
告法規マニュアル第40号『CSRと広告』の説
明会を実施し、約30名が参加した。
　９月に発行した同マニュアルは、企業にお
ける広告活動の重要な背景であるCSRの概要
と発展の経緯、及びCSRにおける広告を含む
企業コミュニケーションの位置付け並びに広
告の品質基準となる広告関連法規などについ
て解説する内容となっている。
　法務政策委員会副委員長・栁本英樹氏（博

報堂DYホールディン
グスグループ法務室
長）の挨拶の後、執筆
者の同委員会委員・久
保田 直 氏（㈱アサツー 
ディ・ケイ法務局専任
局長）が概要を説明。
CSRの発展についてそ
の背景及び構造、CSR的視点からの広告関連
法規、また今後のCSRの動向などを解説した。

　当協会の新事業である「広告未来塾」第１
期が、須田和博氏（博報堂 ビジネスインキュ
ベーション局ECD スダラボ代表）を塾長に
迎え、56名の受講生により10月25日に開講
した（平成30年３月16日まで全６講）。
　『広告の未来のカタチ』を全体テーマに、
11月22日 中島祥文氏（クリエーティブディ
レクター）、12月18日 斉藤精一氏（ライゾマ
ティクス）、１月17日 大石芳裕氏（明治大学）、
２月20日 横澤大輔氏（ドワンゴ）、３月16日 
宮崎 晋氏（博報堂）らのゲスト講師を招く。
　若手・中堅層を対象とし、激変する広告界
において、今後の広告コミュニケーション領
域でイノベーションを創造し、可能性を広げ
ていくことを学び、塾を通じて業界や企業を
超えた共創・交流の場になることを目指す。

　10 月 25 日の第１講
では、須田氏が『IoT 
時代の広告のカタチ』
を演題に講義。「メディ
アが多様化し、テクノ
ロジーも進化している。
テクノロジーシーズを
そのまま出すのではな
く、どうすればユーザーが喜ぶのか、文脈を
丁寧に見つけること。また、新規提案では数
回失敗してもめげないことが大切で、継続す
ることでわらしべ長者のように縁が転がり、
出会いが生まれる。」などと語った。
　熱心な質疑・意見交換と共に、講義後の懇
親会では受講生同士の交流も深めていた。

王などの現在のロングセラー主力商品は、ブ
ランドが「高齢化」しているともいえると説明。
ブランドライフサイクルが30年程度と言われ
る中で、自社内からの創造的破壊の実現に日々
取り組んでおり、特に若年層に向けたSNSを
中心とした攻めのコミュニケーション施策を
週単位で企画し、話題の醸成から売上につな
がることまでを目指した施策を早いスピード
で実施していると語った。
　和田氏は、生活者のインサイトを中心にお
いたマーケティング施策の大切さを指摘し、

マス・デジタル・ソーシャルを組み合わせて
実施した『天然水』の事例について解説。“時
代の３歩先を見据えながら、0.5歩先をいく”
というキーワードを提示し、時代を捉えるため
に生活者の「気分」や「タイミング」と、ブ
ランドが持つ世界観のマッチングを大切にし
たコミュニケーションを目指していると語った。
　第２部では、スピーカー同志の質問を交え
ながら、トークセッションを行った。満員の
会場の中、参加者は各講師の話に熱心に耳を
傾けていた。

【広告法規マニュアル第40号】　『CSRと広告』説明会を開催

【「広告未来塾」第１期開講】　須田和博氏を塾長に迎え、来年３月まで全６講を実施

東京広告協会の活動報告
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学生による調査結果の発表 プロジェクト参加学生で記念撮影

　東京広告協会が指導している大学生意識調
査プロジェクト（FUTURE2017）のプレス発
表会が12月８日に電通銀座ビル８階会議室で
行われ、同プロジェクトに参加する首都圏６
大学（青山学院、駒澤、上智、専修、千葉商科、
日本）のマーケティング関係ゼミ生自らが発
表を行った。本年はテーマを「大学生とマナー」
に設定し、首都圏の大学に在籍する１～４年
1,000人の男女を対象に調査を実施、当協会会
員社のマーケティング・プランナーによる指
導を受け、このほど調査結果をまとめた。
　2007年以来10年ぶりに取り組んだ本テー
マだが、この間、SNSやスマホなどのテクノ
ロジーの進化によって環境が大きく変化。「授

業内容を記録するために板書をスマホで撮影
する」「譲るべき人がいない場合に、優先席
に座る」といった、時間や場所のムダに対し
て効率化することを優先し、行動を合理的に
解釈・許容する大学生の姿が明らかとなった。
　「日本はマナー先進国であるという誇りを
持ち、守っていきたい。しかし、時代の変化
や技術の進歩にそぐわないルール・マナーは
アップデートしたい」。この考え方について、
友人・知人との関係性と周囲を慮る感情=“忖
度”と、時間やお金のムダを嫌い、損しない
ように合理的に振る舞う“損得”の感情が彼
らのマナー基準を形成していると分析した。
※調査結果詳細は東京広告協会HPまで

　第20回「高校教諭に対する広告研修会」が、
12月11日、アド・ミュージアム東京で開催され、
東京都公民科・社会科教育研究会、東京都商
業教育研究会から30名の教諭が参加した。こ
れは、（公財）吉田秀雄記念事業財団の協力
により実現したもの。
　12月1日にリニューアルされた同施設の見
学に先立ち、日本の広告の歴史について学芸

員の坂口由之氏が解説。広告のルーツである
江戸時代の引札や錦絵に始まり、明治・大正・
昭和と時代と共に進化していく広告の歴史に
ついて語った。
　見学では、歴史的価値の高い看板、ポスター、
CMアーカイブなどが立体的に展示されて間
近に見ることができ、参加教諭らは熱心に作
品に触れていた。

【FUTURE2017調査結果発表】　大学生の新・マナー基準は友人・知人の目を気にしながらムダと非効率を避ける“忖度”と“損得”

【第20回　高校教諭に対する広告研修会】アド・ミュージアム東京を見学

東京広告協会の活動報告
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東京広告協会・全広連のイベント案内

全広連秋田大会ロゴマーク

　第 21 回アジア太平洋広告祭（ADFEST 
2018）が、2018年３月21日㈬～24日㈯、タイ・
パタヤで開催されます。
　各カテゴリーの作品応募要項（英文）はAD
FEST公式HPに掲載されています。全広連
では、応募要項の和文翻訳を作成し、全広連
HP（www.ad-zenkoren.org）に掲載しています。

　第37回（平成30年）｢東京広告協会　白川 
忍賞｣ 選考委員会が12月６日に開催され、会
員各位から寄せられた推薦候補の中から同賞
に宮崎晋氏（㈱博報堂 顧問 チーフクリエイ

主　催

大会式典

懇親会

見学会

ゴルフ会

第21回アジア太平洋広告祭（ADFEST 2018）2018年3月21日～24日に開催

第37回 「東京広告協会 白川 忍 賞」宮崎晋氏（㈱博報堂 顧問 チーフクリエイティブオフィサー）に決まる

来年5月に全広連秋田大会開催

　平成 30 年５月16日
㈬～ 18日㈮、第 66 回
全日本広告連盟秋田大
会が開催されます。大
会テーマは『ここから
はじまる　確かな鼓動
～あっきた！広告新時
代～』とし、概要は以
下のとおりです。 ※大会案内は２月以降に配布予定

第66回全広連秋田大会組織委員会、
全日本広告連盟
５月16日㈬　秋田県民会館
５月16日㈬　秋田キャッスルホテル
５月17日㈭～18日㈮
日帰り４コース、１泊２日１コース
５月17日㈭

お申込 ･ 詳細は HP まで
東京広告協会

　また、若手クリエーターの作品コンぺ「Young 
Lotus Workshop 2018」国内選考のファイナ
リストの発表を2018年１月31日㈬夜、虎ノ
門で開催するプレアドフェスト内で行います。
その後、最終選考を経て日本代表チームを選
出します。発表は全広連HPにて行う予定です。
全広連研修ツアーの詳細は追ってご案内します。

ティブオフィサーが選出された。
　贈賞式は平成30年２月22日に帝国ホテル
で開催される第90回定時総会の席上行われる。

11月・12月度理事会・委員会開催報告 1月度理事会・委員会開催スケジュール

11月22日（水） 法務政策委員会
11月24日（金） 広報委員会
11月29日（水） 業務委員会
12月04日（月） 総務委員会
12月06日（水） 第37回「東京広告協会　白川 忍賞」
 選考委員会　
 第30回定例理事会

1月15日（月） 広報委員会
1月18日（木） 法務政策委員会
1月19日（金） 業務委員会
1月23日（火） 総務委員会
1月26日（金） 第31回定例理事会

【第66回全広連秋田大会概要（予定）】


